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「シマウシ」技術を活用し飼料費低減を！！ 
和牛繁殖牛飼育農家に向けたリーフレットの作成について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

                （シマウシ塗装した牛）          （新たな子牛離乳技術） 

 

 置賜総合支庁では令和３年度から牛に「シマウシ」技術を取り入れた放牧実証を実施し、その

成果をまとめリーフレットを作成しました。今後の研修会等で広く活用していきます。 

 

記 

 

１ 目的 

  和牛繁殖牛の生産コストの軽減（※）等につながる新技術について、置賜総合支庁の事業とし

て協力生産者とともに検証した結果を、広く管内の繁殖牛飼育農家に周知し、普及を図るため

作成 

  ※簡易放牧による飼料費の低減（放牧時のネックとなる吸血昆虫による放牧ストレスの軽減） 

 

２ 配布日時  令和６年１月以降 

 

３ リーフレットの概要 

（１）シマウマ模様の塗装方法とコスト 

（２）検証結果（忌避行動の減少、塗装の持続性）と協力生産者の感想 

（３）繁殖牛の新技術について 

 

４ 活用方法  和牛繁殖農家を対象とした研修会等で活用 

   

 

 
問合せ先 

 産業経済部農業振興課 

 課長補佐  佐藤 文博 

  電話 0238-26-6053 

報道監 

 総務企画部長 佐々木 秀徳 




